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研究要旨 
科学的根拠に基づくがん情報の迅速な作成と提供のための体制整備のあり方に関する研 
究に関して、日本癌治療学会を代表する立場から本プロジェクトに参加した。2021年10月
の日本癌治療学会総会において、がん治療学会が運営するがん診療ガイドラインホームペ

ージの運営を通して、①いかに根拠に基づく正確性を評価するか、②医療者に対する情報の

提供体制を構築するかを議論した。 
 
A． 研究目的 

本研究では、国、国立がん研究センター、関係学

会等との連携による1）正しい情報の作成と提供、

2）たどり着きやすくするシステム、3）活用環境の

3 側面から、科学的根拠に基づくがんの情報を迅速

に提供するための体制整備につなげる方策を提言

することを目的とする。 
 
B．研究方法 
がん治療学会が運営する「がん診療ガイドライン 

ホームページ」の総アクセス数や、アクセス者の医

療者の内訳、コンテンツ毎のアクセス頻度などを検

討する。 
また、がん診療ガイドラインシンポジウムを開催

することで、診療ガイドラインの役割と質の向上に

ついて議論する。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究は、患者さんの個人情報などを扱う内容で 

はなく、特に倫理面の配慮の必要はない。 
 
C．研究結果 
科学的根拠に基づくがん情報の迅速な作成と提

供のための体制整備のあり方に関する研究に関し

て、日本癌治療学会を代表する立場から本プロジェ

クトに参加した。班会議において、がん治療学会が

運営するがん診療ガイドラインホームページの運

営を通して、①いかに根拠に基づく正確性を評価す

るか、②医療者に対する情報の提供体制を構築する

かを議論した。 
また、日本癌治療学会の年次総会において、がん

診療ガイドラインシンポジウムを開催し（添付資

料）、最新のガイドライン改定状況、質の向上、周

知の状況について議論した。癌治療学会が運営する

「がん診療ガイドラインホームページ」は、適切な

第三者評価がなされ、科学的根拠に基づくガイドラ

インが適切に運営されていた。ホームページ利用者

は学会員を対象としているため、35％が医師、35％
が薬剤師の利用状況であった。 
 

 

 

 

 



D．考察 

癌治療学会が運営する「がん診療ガイドラインホ 

ームページ」は、適切な第三者評価がなされ、科学

的根拠に基づくガイドラインが適切に運営されて

いた。 

 

E．結論 

広く一般市民を対象とした癌治療の情報を提供

するためには、その目的に特化した組織の構築が必

要であり、その組織と各種学会の協力体制が望まし

い。 

 
F．健康危険情報 

  特になし 

 

G．研究発表 

（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 
1．論文発表 
本研究に関連するものは特になし 

 
2．学会発表 
第59回 日本癌治療学会 がん診療ガイドライ 
ン統括・連絡委員会企画シンポジウム 
「がん診療ガイドラインのUpdate2021」 
2021年10月 横浜 

 
H．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む） 
 1. 特許取得 
   なし 
 
 2. 実用新案登録 
   なし 
 
 3. その他 
   なし 


